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プランクトンネットの漉水率について CH報)

五十嵐修蔵

C北海道大学水産学部水産機械学教室)

On the filtering-rate of plankton net 

Shuzo IGARASHI 

Abstract 

The author， in a previous report， got the next formula v /V =μ/v'i干p.2concerning the 
filtering-rate of plankton net. Upon the towing of the plankton net in the sea， plankton wi11 
fill the mesh of the net鈎 thatthe filtering-rate will be decre唱sed.In this report， the author 
studied the decrement of the filtering-rate of plankton net on a few assumptions and got formula 

(5) and its numerical graph Fig. (2). Fig. (2) shows the relation between v， a and t， and 
means that the current speed inside the net is decreased with the lapse of towing time， so the 
filtering-rate is also decreased and also that the higher the towing speed is， the greater is the 
rate of decrement of the fi1tering-rate. 
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Fig. 1. The model of plankton net; V: 
towing sp傍d，世 current可児edinside the 
net. 

筆者はさきりに第一図に示すような円錐

形のフ・ラy グトシネットを清水中に曳行す

る場合，ネット入口の流入速度cとネット

の曳航速度Vとの比を漉水率と名付ければ

三一p.・H ・-……・(1)
V '¥11十戸

であらわされる事を二三の仮定を設置し

て，純理論的に導いたω

こqこ Ca  

μsinB 

C:網目を通過する際の水の

流出係数に相当する常数

a:網目の際聞の総面積
一 網の全表面積

である。本論文に於ては，この様なネットをプラyクトンの棲息密度〈海水の単位体積中に含まれるプラシ

グトシの個体数〉がnである様な海域を曳航した場合に， プラングトシの擢網によってネットの網目がふさ

がれ.そのため Uの値，従って滋水率vjVも次第に滋少する状態を理論的に解析したものである。

理論的解析

式(1)に於て cjsinoはネットの寸法による常数であるから，これをAとおくと

p 
-"(-T=A~一一....・H ・ ......-(2)
V 、11+A'a2

ネットの入口の断面積を F，dt時聞にネットに入るプラジグトンの量を dNとすれば

dN=nFvdt 

これだけのプランクトンによって網目がふさがれる。そのふさがれ方は， プラ Y グトンの種類や大きさ，
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流れの状態等によって一様ではないが，近似的には此の量dNに比例するとみとめてよu、。

tZ=一七nFv ..............-(3) 
こhにSは網の全表面積.Eは前記のdNに比例すると考えた場合の比例常数である。

(2)式より v=AV刀合二T

(3)式に代入して h一一-~-fnFAVァー (4) dt - S 、11+Na:'
t=oの時.a: = a-o (a-oはプラ yグトシが網目をふさがぬ時の網目の際聞の面積の和と網の全表面積との

比〕なる条件を入れて.(4)式を積分すれば

(Qo..!-l，+Nー Iog( !テ+..!~+N)) ー (O!)~+N ー Iog (与+‘ -1+A2〉〕
W 町0・叫 V 00- 噌 V O!- 日 V "'- t ......く5)

らEnFAV

(5)式はVをパラメーターとする aとtとの関係を表わすものと考えられる。 (5)式から aとtとの関

係を求め，これをく1)式に代入すれば.vとtとの関係が求められるが，式』こ表わす事は困難であるから各

種の常数に適当と思われる値を与えて. V=lOo，m/問と 50Clll/."Cとの場合につき数値計算した結果を図に表
わすと第二図の如くなる。

こ》に与えた常数は次のま日くである。
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Fig. 2. The relation between v， a: and t; a:: the ratio of the area oI 
the rnesh to the totaI area of the net， t: towing tirne. 
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F /5 = 0.258 

E = 0.5 

n = O.αぬ5

A = 3.5 

lVIII， 1 

第二図について見るに， Vl=lCXY'm/，蝿cの場合のa，世を a1，V1， V~=50cm/.ec の場合のそれを tt2 ， V2で表

わすと， く5)式より明なる如く，同ーの aの値になるまでに要する時聞は Vlの場合に比して V2の場合は

2倍を要する。

叉(1)式より明なるま日<，同-(11の点に於ては

V1 V2 
Vl - V2 

であるから ，t1の時の V1の値は2t1の時の的の値の2倍である。従って次式が成立つ。

ftz ftz 
v1dt=lvJdt …...・H ・..…(6)

(6)式の表わす意味は次の如くである。

フ・ラシグト yの棲息密度を求めるために用いられている方法は，潟水計又は Flowmeterと秘する回転式

積算流濫fを先ず単独で清水中を一定臣殿L曳航し，その積算回転数をMo，これをプラyグトシネットの中

央につけて，海域を同一距離L曳航したる時の読みをM ，採摘されたプラ yグト yの数をNとすれば.海水

単位体積内のプラ y グト yの個数，即密度 n は

Mo 1 
=N一一・←一 …H ・H ・...…(7)民{t -FL 

をもって表わされるものとされている。積算回転数 Moは VtIfこ比例する値であり， Ml は ~vdtfこ比例

する値であるから

日 VJt 1 N N 
n=1'1一一一一一一・一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一-"' ， t FVl t - ， t ，2t 
¥ V1 dt F ¥ V1 dt F ¥ V2 dt 

となって，速度を字分にすれば時間を2倍，即ち同一距離を曳航する事が必要である事を示している。

結 論

1) プラνク}:/ネットでプラyクトシを採捕する場合，ネット内部のくネットの各点で一様と考えて

いる〉流速は時間と共に次第に減少するが，その滋少の仕方は，曳航速度が大きい程大きい。

II) 所謂涜水率も時間と共に滋少する。

m) 一定距離を曳航して採捕したプラy グト Yの数に漉水計の読みの比(ネットをつけずに清水中を曳

航した時の読みと.同一距離をプラyグト γネットに取付けて曳航した時の読みの比)を乗じた値より該海

域のフ・ラシグト y密度を推定するのは妥当な方法である。

買〉 一定時間曳航する場合には速度が早い程漏水率の滋少は甚だしい。

向最後に，本題の解析にあたって懇切なる御指導並びに論文の御技潤を賜った当教室IJ、林喜一郎教授，適

切なる助言を戴きました本学元田茂教授，安楽王照助手に深甚なる謝意を表します。
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